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(57)【要約】
【課題】液体を吸収する前及び液体を吸収した後の両方
におけるフィット性に優れ、そしてリウェット性に優れ
、着用感に優れる吸収性物品を提供すること。
【解決手段】吸収体７を含む吸収性物品１であって、吸
収体７が、吸収コア９と、吸収コア９の肌側面１５側に
配置されたコアラップ１１と、吸収コア９の着衣側面１
７側に配置されたコアラップ１１'と、拡散シート１３
とを備え、吸収コア９が、長手方向ＬOに延びる長手方
向溝部１９と、短手方向ＬAに延びる短手方向溝部２１
とを備え、そしてコアラップ１１が、長手方向溝部１９
の底部２０に接合されていることを特徴とする吸収性物
品１。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向、短手方向及び厚さ方向を有する吸収体を含む吸収性物品であって、
　前記吸収体が、一方の面及び他方の面を有する吸収コアと、前記吸収コアの少なくとも
一方の面側に配置されたコアラップとを備え、
　前記吸収コアが、前記一方の面から窪んでおり且つ前記長手方向に延び、底部を有する
溝部であって、前記吸収コアの平均坪量よりも小さい坪量を有する長手方向溝部と、前記
一方の面又は他方の面から窪んでおり且つ前記短手方向に延びる、底部を有する溝部であ
って、前記吸収コアの平均坪量よりも小さい坪量を有する短手方向溝部とを備え、そして
　前記コアラップが、前記長手方向溝部の底部に接合されている、
　ことを特徴とする、前記吸収性物品。
【請求項２】
　前記長手方向溝部が、前記吸収体の厚さの０．５～３．０倍の幅方向の長さを有する、
請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記吸収体が、前記長手方向溝部の中央部と、前記コアラップのうち、前記中央部と前
記厚さ方向に重複する部分が圧搾された圧搾部であって、前記長手方向溝部に沿って連続
的又は間欠的に延びる圧搾部を備える、請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記吸収体が、前記吸収コアの他方の面側に配置されたコアラップをさらに含み、前記
圧搾部が、前記コアラップの前記中央部と、前記一方の面及び他方の面側に配置された前
記コアラップのうち、前記中央部と前記厚さ方向に重複する部分とを圧搾している、請求
項３に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記吸収体が、前記吸収コアの前記一方の面と、前記コアラップとの間、又は前記コア
ラップの、前記吸収コアの前記一方の面と反対側の面の上に配置された拡散シートをさら
に備え、前記圧搾部が、前記長手方向溝部の前記中央部と、前記コアラップ及び前記拡散
シートのうち、前記中央部と前記厚さ方向に重複している部分を圧搾している、請求項３
又は４に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記拡散シートが、２５ｍｍ～６４ｍｍの平均繊維長を有する親水性繊維を含む第１繊
維層と、２５ｍｍ～６４ｍｍの平均繊維長を有する親水性繊維を含む第２繊維層と、それ
らの間のパルプを含むパルプ繊維層とを含む積層シートである、請求項５に記載の吸収性
物品。
【請求項７】
　前記拡散シートが、その厚さ方向に貫通する複数のスリット部を有する、請求項５又は
６に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記吸収体が、前記吸収体を、前記短手方向に三等分する仮想線により、一端側領域、
他端側領域、及びそれらの間の中央領域に区画され、前記吸収体が、前記長手方向溝部を
、前記一端側領域、他端側領域及び中央領域の全てに備える、請求項１～７のいずれか一
項に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記吸収性物品が、前記長手方向において、前胴周り領域と、後胴周り領域と、それら
の間の股部領域との３領域に区画され、前記吸収体が、前記３領域に渡って配置されてお
り、そして前記吸収体が、前記短手方向溝部を、前記３領域の全てに備える、請求項１～
８のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記コアラップが、前記短手方向溝部のうち、前記長手方向溝部と交差していない部分
において、前記短手方向溝部の底部に接合されていない、請求項１～９のいずれか一項に
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記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記吸収コアが、前記短手方向溝部を、前記一方の面に備え、そして前記一方の面が、
肌側面である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記吸収性物品の前記吸収体を含む領域が、前記長手方向及び短手方向において、２０
～５０ｍＮ・ｍの曲げ剛性値を有する、請求項１～１１のいずれか一項に記載の吸収性物
品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　柔軟性を有しフィット性に優れる吸収性物品を提供することを目的とし、長手方向及び
短手方向に延びる溝部を備える吸収体を含む吸収性物品が知られている。
　例えば、特許文献１には、肌当接面側に配置された表面シート、非肌当接面側に配置さ
れた裏面シート、及び両シート間に介在された吸収体を有する縦長の吸収性物品であって
、前記吸収体は、相対的に坪量が高い高坪量部と、該高坪量部に隣接して相対的に坪量が
低い低坪量部とを有しており、該低坪量部は、前記吸収性物品の厚み方向において肌当接
面側に偏在しており、前記吸収性物品は、前記表面シート及び前記吸収体が一体的に凹陥
してなり且つ該吸収性物品の長手方向に延びる溝を有しており、該溝は、前記高坪量部と
前記低坪量部とに跨って形成され、且つ、該溝には、相対的に浅く凹陥している浅溝部と
、相対的に深く凹陥している深溝部とが、該溝の長さ方向に沿って交互に形成されており
、前記浅溝部は、前記深溝部に比して、前記溝の長さ方向の長さが長い吸収性物品が記載
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２４５１３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の吸収性物品では、液体を吸収する前においては、吸収体の溝部が保
持されているため、吸収体の溝部を基点として適度な柔軟性を有し、フィット性に優れる
。しかし、液体を吸収した後、特に複数回の液体を吸収した後においては、吸収した液体
により吸収体が膨張し、溝部の幅が狭くなり、場合によっては、溝部の幅が狭くなった結
果、溝部がほぼ消失するため、溝部を基点とした柔軟性が低下し、フィット性に劣る場合
があった。
　従って、本開示は、液体を吸収する前及び液体を吸収した後の両方におけるフィット性
に優れ、そしてリウェット性に優れ、着用感に優れる吸収性物品を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示者らは、長手方向、短手方向及び厚さ方向を有する吸収体を含む吸収性物品であ
って、上記吸収体が、一方の面及び他方の面を有する吸収コアと、上記吸収コアの少なく
とも一方の面側に配置されたコアラップとを備え、上記吸収コアが、上記一方の面から窪
んでおり且つ上記長手方向に延び、底部を有する溝部であって、上記吸収コアの平均坪量
よりも小さい坪量を有する長手方向溝部と、上記一方の面又は他方の面から窪んでおり且
つ上記短手方向に延びる、底部を有する溝部であって、上記吸収コアの平均坪量よりも小
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さい坪量を有する短手方向溝部とを備え、そして上記コアラップが、上記長手方向溝部の
底部に接合されていることを特徴とする吸収性物品を見出した。
【発明の効果】
【０００６】
　本開示の吸収性物品は、液体を吸収する前及び液体を吸収した後の両方におけるフィッ
ト性に優れ、そしてリウェット性に優れ、着用感に優れる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、第１実施形態に従う吸収性物品１の平面図である。
【図２】図２は、第１実施形態に従う吸収性物品１の吸収体７の平面図である。
【図３】図３は、第１実施形態に従う吸収性物品１の吸収コア９の平面図である。
【図４】図４は、第１実施形態に従う吸収性物品１の吸収体７及びの吸収コア９を示す斜
視図である。
【図５】図５は、図２のＶ－Ｉ端面における端面図である。
【図６】図６は、図２のＶＩ－ＶＩ端面における端面図である。
【図７】図７は、図２のＶＩＩ－ＶＩＩ端面における端面図である。
【図８】図８は、第１実施形態に従う吸収性物品１が、液体を吸収した状態を説明するた
めの図である。
【図９】図９は、図８のＩＸ－ＩＸ端面における端面図である。
【図１０】図１０は、長手方向溝部に圧搾部を有しない吸収性物品を説明するための図で
ある。
【図１１】図１１は、複数の長手方向型のスリット部４１を有する拡散シート１３の平面
図である。
【図１２】図１２は、テープ型使い捨ておむつの前胴周り領域、後胴周り領域及び股部領
域を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
［定義］
［フィット性］
　本明細書では、吸収性物品が着用者の体にフィットすることを、フィット性に優れると
称する。
［リウェット性］
　本明細書では、吸収された液体が液透過性シートから着用者側に戻りにくいことを、リ
ウェット性に優れると称する。
【０００９】
［長手方向及び短手方向］
　本明細書では、吸収体に関する「長手方向」及び「短手方向」は、それぞれ、吸収体の
長手軸線の方向、及び長手軸線と直交する軸線（以下、「短手軸線」と称する場合がある
）の方向を意味する。
【００１０】
［長手方向溝部及びその幅方向］
　本明細書では、長手方向に延びる「長手方向溝部」は、上記長手軸線の方向と平行な方
向に延びる溝部のみならず、概ね、長手軸線方向に延びる溝部を意味する。長手方向溝部
は、直線状、非直線状、例えば、湾曲状に延びることができる。
　本明細書では、長手方向溝部の幅方向は、長手方向溝部が延びる方向と直交する方向を
意味する。また、長手方向溝部の幅方向の長さを、単に、「長手方向溝部の幅」と称する
場合がある。
【００１１】
［短手方向溝部及びその幅方向］
　本明細書では、短手方向に延びる「短手方向溝部」は、上記短手軸線の方向と平行な方
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向に延びる溝部のみならず、概ね、短手軸線方向と平行な方向に延びる溝部を意味する。
短手方向溝部は、直線状、非直線状、例えば、湾曲状に延びることができる。
　本明細書では、短手方向溝部の幅方向は、短手方向溝部が延びる方向と直交する方向を
意味する。また、短手方向溝部の幅方向の長さを、単に、「短手方向溝部の幅」と称する
場合がある。
【００１２】
［前胴周り領域、後胴周り領域、及び股部領域］
　本明細書では、「前胴周り領域」と、「後胴周り領域」と、「股部領域」とは、吸収性
物品が使い捨ておむつである場合に用いられる用語であり、それらの意義は、以下の通り
である。
［パンツ型使い捨ておむつ］
　パンツ型使い捨ておむつにおいて、前胴周り領域は、前身頃のうち、前身頃及び後身頃
を接合する一対の接合部に挟まれた領域を意味し、後胴周り領域は、後身頃のうち、上記
一対の接合部に挟まれた領域を意味する。
【００１３】
　また、パンツ型使い捨ておむつにおいて、股部領域は、前胴周り領域と、後胴周り領域
との間の領域を意味する。上記股部領域はまた、一対の脚回り開口部（図１２の符号１１
７）に挟まれた領域に相当する。
【００１４】
［テープ型使い捨ておむつ］
　テープ型使い捨ておむつでは、図１２に示されるように、あらかじめ定められた、テー
プファスナ用の固定領域１１１に、一対のテープファスナ１０９の先端１１０同士が隣接
するように固定した状態で、胴周り領域及び股部領域を区画する。
【００１５】
　具体的には、胴周り領域（ＦＷ＋ＲＷ）は、上述のように固定した状態で、使い捨てお
むつ１'のうち、前身頃の胴周り形成部材１１３と、後身頃の胴周り形成部材１１４とが
重複する、一対の重複部分１１５を基準に判断する。前胴周り領域ＦＷは、使い捨ておむ
つ１の前身頃のうち、一対の重複部分１１５の間の領域を意味する。同様に、後胴周り領
域ＲＷは、使い捨ておむつ１'の後身頃のうち、一対の重複部分１１５の間の領域を意味
する。股部領域（Ｃ）は、前胴周り領域ＦＷと、後胴周り領域ＲＷとの間の領域を意味す
る。
【００１６】
　本開示は、以下の態様に関する。
［態様１］
　長手方向、短手方向及び厚さ方向を有する吸収体を含む吸収性物品であって、
　上記吸収体が、一方の面及び他方の面を有する吸収コアと、上記吸収コアの少なくとも
一方の面側に配置されたコアラップとを備え、
　上記吸収コアが、上記一方の面から窪んでおり且つ上記長手方向に延び、底部を有する
溝部であって、上記吸収コアの平均坪量よりも小さい坪量を有する長手方向溝部と、上記
一方の面又は他方の面から窪んでおり且つ上記短手方向に延びる、底部を有する溝部であ
って、上記吸収コアの平均坪量よりも小さい坪量を有する短手方向溝部とを備え、そして
　上記コアラップが、上記長手方向溝部の底部に接合されている、
　ことを特徴とする、上記吸収性物品。
【００１７】
　態様１に記載の吸収性物品は、液体を吸収する前と、液体を繰り返し吸収した後の両方
において、フィット性に優れる。また、態様１に記載の吸収性物品は、吸収された液体を
、長手方向溝部により長手方向に拡げ、短手方向溝部により短手方向に拡げることにより
、吸収体の広範囲に拡散させ、吸収された液体を吸収体の広範囲で吸収するので、リウェ
ット性に優れる。従って、態様１に記載の吸収性物品は、着用感に優れる効果を有する。
【００１８】
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［態様２］
　上記長手方向溝部が、上記吸収体の厚さの０．５～３．０倍の幅方向の長さを有する、
態様１に記載の吸収性物品。
　態様２に記載の吸収性物品では、液体を繰り返し吸収した後であっても、長手方向溝部
がその形状、特に幅を保持しやすい。その結果、液体を吸収する前と、液体を繰り返し吸
収した後の両方において、フィット性に優れる。また、吸収された液体が、長手方向溝部
と、短手方向溝部とを通って拡散するため、吸収した液体を吸収体の広範囲で吸収し、リ
ウェット性に優れる。従って、態様２に記載の吸収性物品は、着用感に優れる効果を有す
る。
【００１９】
［態様３］
　上記吸収体が、上記長手方向溝部の中央部と、上記コアラップのうち、上記中央部と上
記厚さ方向に重複する部分が圧搾された圧搾部であって、上記長手方向溝部に沿って連続
的又は間欠的に延びる圧搾部を備える、態様１又は２に記載の吸収性物品。
　態様３に記載の吸収性物品では、吸収体が、長手方向溝部に、吸収コアと、コアラップ
とを圧搾することにより形成された圧搾部を有する。その結果、液体を吸収した後であっ
ても、長手方向溝部に、コアラップ１１が留まり、その形状、特にその幅及び深さを保持
しやすい。従って、態様３に記載の吸収性物品は、特に、液体を吸収した後にフィット性
に優れる。
【００２０】
［態様４］
　上記吸収体が、上記吸収コアの他方の面側に配置されたコアラップをさらに含み、上記
圧搾部が、上記コアラップの上記中央部と、上記一方の面及び他方の面側に配置された上
記コアラップのうち、上記中央部と上記厚さ方向に重複する部分とを圧搾している、態様
３に記載の吸収性物品。
　態様４に記載の吸収性物品では、吸収体が、吸収コアと、吸収コアの一方の面側及び他
方の面側に配置されたコアラップとを含み、そして圧搾部が、中央部と、上記一方の面及
び他方の面側に配置された上記コアラップとを、長手方向溝部に沿って圧搾しているため
、液体を繰り返し吸収した後であっても、長手方向溝部がその形状、特にその幅及び深さ
を保持しやすい。その結果、吸収性物品が、液体を吸収する前と、液体を繰り返し吸収し
た後の両方において、フィット性に優れる。また、吸収した液体が、長手方向溝部を通っ
て長手方向に拡散し、そして短手方向溝部を通って短手方向に拡散するため、吸収した液
体を吸収体の広範囲で吸収し、リウェット性に優れる。従って、態様４に記載の吸収性物
品は、着用感に優れる効果を有する。
【００２１】
［態様５］
　上記吸収体が、上記吸収コアの上記一方の面と、上記コアラップとの間、又は上記コア
ラップの、上記吸収コアの上記一方の面と反対側の面の上に配置された拡散シートをさら
に備え、上記圧搾部が、上記長手方向溝部の上記中央部と、上記コアラップ及び上記拡散
シートのうち、上記中央部と上記厚さ方向に重複している部分を圧搾している、態様３又
は４に記載の吸収性物品。
【００２２】
　態様５に記載の吸収性物品では、吸収体に到達した液体が、拡散シートにより、長手方
向溝部に迅速に移動する。また、長手方向溝部に到達した液体が、長手方向溝部に存在す
る拡散シートにより、吸収体の長手方向に迅速に拡散され、そして吸収体の広範囲で迅速
に吸収され、吸収性物品がリウェット性に優れる。また、上記圧搾部により、拡散シート
が長手方向溝部の底部に接合されるため、吸収性物品（吸収体）が繰り返し液体を吸収し
た後であっても、長手方向溝部がその形状、特にその幅を保持しやすく、吸収性物品が液
体を繰り返し吸収した後であっても、吸収性物品がフィット性に優れる。従って、態様５
に記載の吸収性物品は、着用感に優れる効果を有する。
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【００２３】
［態様６］
　上記拡散シートが、２５ｍｍ～６４ｍｍの平均繊維長を有する親水性繊維を含む第１繊
維層と、２５ｍｍ～６４ｍｍの平均繊維長を有する親水性繊維を含む第２繊維層と、それ
らの間のパルプを含むパルプ繊維層とを含む積層シートである、態様５に記載の吸収性物
品。
【００２４】
　態様６に記載の吸収性物品では、拡散シートが特定の構成を有し、液体を拡散させる性
能に優れるため、吸収された液体が、吸収体の広範囲に拡散し、吸収体の広範囲で吸収さ
れるため、吸収性物品が液体を繰り返し吸収した後において、吸収性物品がリウェット性
に優れる。従って、態様６に記載の吸収性物品は、リウェット性に優れる効果を有する。
【００２５】
［態様７］
　上記拡散シートが、その厚さ方向に貫通する複数のスリット部を有する、態様５又は６
に記載の吸収性物品。
　態様７に記載の吸収性物品では、コアラップ及び拡散シートが、吸収体の長手方向溝部
の底部と接合されている、すなわち、長手方向溝部に入り込んでいるため、吸収体の長手
方向溝部の剛性が、特に、吸収体が繰り返し液体を吸収した後に高くなりやすい。従って
、拡散シートが複数のスリット部を有すると、拡散シートそのものの、並びに長手方向溝
部の剛性が低下し、吸収性物品がフィット性に優れる。従って、態様７に記載の吸収性物
品は、フィット性に優れる効果を有する。
【００２６】
［態様８］
　上記吸収体が、上記吸収体を、上記短手方向に三等分する仮想線により、一端側領域、
他端側領域、及びそれらの間の中央領域に区画され、上記吸収体が、上記長手方向溝部を
、上記一端側領域、他端側領域及び中央領域の全てに備える、態様１～７のいずれか一項
に記載の吸収性物品。
【００２７】
　態様８に記載の吸収性物品では、長手方向溝部が、吸収体の広範囲に配置されているの
で、吸収性物品が、液体を吸収する前と、液体を繰返し吸収した後とにおいて、フィット
性に優れる。また、吸収された液体が、長手方向溝部を通って吸収体の広範囲に拡散され
、吸収体の広範囲で吸収されるため、吸収性物品が、リウェット性に優れる。従って、態
様８に記載の吸収性物品は、着用感に優れる効果を有する。
【００２８】
［態様９］
　上記吸収性物品が、上記長手方向において、前胴周り領域と、後胴周り領域と、それら
の間の股部領域との３領域に区画され、上記吸収体が、上記３領域に渡って配置されてお
り、そして上記吸収体が、上記短手方向溝部を、上記３領域の全てに備える、態様１～８
のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【００２９】
　態様９に記載の吸収性物品では、短手方向溝部が、吸収体の広範囲に配置されているの
で、吸収性物品が、液体を吸収する前と、液体を繰返し吸収した後とにおいて、長手方向
のフィット性に優れる。また、吸収された液体が、短手方向溝部を通って吸収体の広範囲
に拡散し、吸収体の広範囲で吸収されるため、吸収性物品がリウェット性に優れる。従っ
て、態様９に記載の吸収性物品は、着用感に優れる効果を有する。
【００３０】
［態様１０］
　上記コアラップが、上記短手方向溝部のうち、上記長手方向溝部と交差していない部分
において、上記短手方向溝部の底部に接合されていない、態様１～９のいずれか一項に記
載の吸収性物品。
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　態様１０に記載の吸収性物品では、吸収された液体が、長手方向溝部を通って吸収体の
長手方向に拡散し、次いで、長手方向溝部に存在する液体が、コアラップを透過し、コア
ラップと、吸収コアとの間で、短手方向溝部を通って吸収体の短手方向に拡散する。その
結果、吸収された液体が、吸収体の広範囲に迅速に拡散され、吸収体の広範囲で吸収され
るため、吸収性物品がリウェット性に優れる。従って、態様１０に記載の吸収性物品は、
リウェット性に優れる効果を有する。
【００３１】
［態様１１］
　上記吸収コアが、上記短手方向溝部を、上記一方の面に備え、そして上記一方の面が、
肌側面である、態様１～１０のいずれか一項に記載の吸収性物品。
　態様１１に記載の吸収性物品では、吸収体に到達した液体が、長手方向溝部及び短手方
向溝部を通って吸収体の広範囲に迅速に拡散され、そして吸収体の広範囲で迅速に吸収さ
れるため、吸収性物品がリウェット性に優れる。また、吸収体が、長手方向溝部及び短手
方向溝部を基点として、着用者の体の立体形状に沿って変形しやすくなるため、吸収性物
品がフィット性に優れる。従って、態様１１に記載の吸収性物品は、着用感に優れる効果
を有する。
【００３２】
［態様１２］
　上記吸収性物品の上記吸収体を含む領域が、上記長手方向及び短手方向において、２０
～５０ｍＮ・ｍの曲げ剛性値を有する、態様１～１１のいずれか一項に記載の吸収性物品
。
　態様１２に記載の吸収性物品は、所定の曲げ剛性を有するため、柔軟性に優れる。従っ
て、態様１２に記載の吸収性物品は、フィット性に優れる効果を有する。
【００３３】
　本開示の吸収性物品について、以下、詳細に説明する。
　図１～図７は、本開示の実施形態の１つ（第１実施形態）に従う吸収性物品１、具体的
には、使い捨ておむつを説明するための図である。具体的には、図１は、第１実施形態に
従う吸収性物品１の平面図である。図２は、第１実施形態に従う吸収性物品１の吸収体７
の平面図である。図３は、第１実施形態に従う吸収性物品１の吸収コア９の平面図である
。図４は、第１実施形態に従う吸収性物品１の吸収体７及びの吸収コア９を示す斜視図で
ある。図５～図７は、それぞれ、図２における、Ｖ－Ｖ端面、ＶＩ－ＶＩ端面、及びＶＩ
Ｉ－ＶＩＩ端面における端面図である。
【００３４】
　第１実施形態に示される吸収性物品１は、図１に示されるように、液透過性シート３と
、液不透過性シート５と、液透過性シート３及び液不透過性シート５の間の吸収体７とを
含む。
　図２に示されるように、吸収体７は、長手方向ＬO及び短手方向ＬAを有し、肌側面１５
及び着衣側面１７を有する吸収コア９と、吸収コア９の肌側面１５側に配置されたコアラ
ップ１１及び着衣側面１７側に配置されたコアラップ１１'（具体的には、吸収コア９の
肌側面１５を覆うコアラップ１１及び着衣側面１７を覆うコアラップ１１'）と、吸収コ
ア９の肌側面１５と、肌側面１５側に配置されたコアラップ１１との間に配置された拡散
シート１３とを備える。
　なお、第１実施形態では、吸収性物品１が、吸収体７と同一の長手方向ＬO及び短手方
向ＬAを有する。
【００３５】
　図３～図６に示されるように、吸収コア９は、肌側面１５から、吸収コア９の厚さ方向
に窪んでおり且つ長手方向ＬOに延びる溝部であって、吸収コア９の平均坪量よりも小さ
い坪量を有する低坪量領域１９ａから成る長手方向溝部１９を備える。
【００３６】
　図３，図４，図６及び図５に示されるように、吸収コア９は、肌側面１５から、吸収コ
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ア９の厚さ方向に窪んでおり且つ短手方向ＬAに延びる溝部であって、吸収コア９の平均
坪量よりも小さい坪量を有する低坪量領域２１ａから成る短手方向溝部２１とを備える。
　図２～図４に示されるように、短手方向溝部２１のそれぞれは、複数の長手方向溝部１
９と交差し、それらを連結するように配置されている。
【００３７】
　図２～図６に示されるように、長手方向溝部１９は、長手方向溝部１９の幅方向の中央
部２４と、吸収コア９の肌側面１５側に配置されたコアラップ１１と、吸収コア９の着衣
側面１７側に配置されたコアラップ１１'とが、吸収体７の厚さ方向に且つ長手方向溝部
１９の長手軸線に沿って間欠的に圧搾された圧搾部２３を含む。
【００３８】
　図５及び図６に示されるように、長手方向溝部１９では、吸収コア９の肌側面１５側に
配置されたコアラップ１１が、長手方向溝部１９の底部２０、より具体的には、拡散シー
ト１３を間に挟んで、長手方向溝部１９の底部２０の吸収コア９に接合されている。また
、長手方向溝部１９では、拡散シート１３が、長手方向溝部１９の底部２０、より具体的
には、長手方向溝部１９の底部２０の吸収コア９に接合されている。圧搾部２３は、２枚
のコアラップ１１（吸収コア９の肌側面１５側に配置されたコアラップ１１と、吸収コア
９の着衣側面１７側に配置されたコアラップ１１'）と、拡散シート１３と、吸収コア９
（長手方向溝部１９の幅方向の中央部２４）とを圧搾することにより形成されている。
【００３９】
　図２に示されるように、吸収体７は、吸収体７を短手方向ＬAに３等分する、２つの仮
想線ＶＬ1及びＶＬ2により、右側領域ＲＡと、左側領域ＬＡと、右側領域ＲＡ及び左側領
域ＬＡの中央領域ＣＡとに区画され、吸収体７が、長手方向溝部１９を、右側領域ＲＡ、
左側領域ＬＡ及び中央領域ＣＡの全てに備える。
【００４０】
　図１及び図２に示されるように、吸収性物品１は、長手方向ＬOにおいて、前胴周り領
域ＲＷと、後胴周り領域ＬＷと、前胴周り領域ＲＷ及び後胴周り領域ＬＷの間の股部領域
Ｃとの３領域に区画され、そして吸収体７が、上記３領域に渡って配置されている。吸収
体７は、短手方向溝部２１を、３領域の全てに備えている。
【００４１】
　第１実施形態では、図６及び図７に示されるように、短手方向溝部２１のうち、長手方
向溝部１９と交差していない部分において、吸収コア９の肌側面１５側に配置されたコア
ラップ１１及び拡散シート１３が、短手方向溝部２１の底部２２に接合されていない。す
なわち、短手方向溝部のうち、長手方向溝部１９と交差していない部分は、吸収コア９の
肌側面１５側に配置されたコアラップ１１及び拡散シート１３と、吸収コア９との間に形
成されている。
【００４２】
　なお、第１実施形態では、図１に示されるように、吸収性物品１が、弾性部材１０３を
含む一対の防漏壁１０１、防漏壁１０１を液透過性シート３に固定するための固定部１０
５、弾性部材１０７、テープファスナ１０９等を有するが、これらは、当技術分野で公知
のものであるため、説明を省略する。
【００４３】
　本開示の吸収性物品が、液体を吸収する前及び液体を吸収した後の両方におけるフィッ
ト性に優れ、そしてリウェット性に優れ、着用感に優れることを、第１実施形態を用いて
説明する。
　図８は、第１実施形態に従う吸収性物品１が、液体を吸収した状態を説明するための図
であり、図２に相当する図である。図９は、図８のＩＸ－ＩＸ端面における端面図である
。
【００４４】
　図８に示されるように、吸収体７に到達した液体３１は、以下の通り、吸収体に吸収さ
れた液体３３を形成する。
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（ｉ）吸収体７に到達した液体３１が、吸収体７の肌側面１５の長手方向溝部１９を通っ
て、吸収体７の長手方向ＬOに拡散する。
（ｉｉ）長手方向ＬOに拡散した液体３１が、吸収コア９の肌側面１５側に配置されたコ
アラップ１１及び拡散シート１３を透過し、吸収体７の内部に浸透する。
（ｉｉｉ）吸収体７の内部に浸透した液体３１が、吸収コア９と、吸収コア９の肌側面１
５側に配置されたコアラップ１１及び拡散シート１３との間に形成された短手方向溝部２
１を通って、吸収体７の短手方向ＬAに拡散する。
（ｉｖ）長手方向ＬO及び短手方向ＬAに拡散した液体３１が、吸収コア９に吸収され、吸
収された液体３３を形成する。
【００４５】
　長手方向溝部１９は、低坪量領域１９ａから成り、そして長手方向溝部１９には、吸収
コア９の肌側面１５側に配置されたコアラップ１１と、拡散シート１３と、吸収コア９と
、吸収コア９の着衣側面１７側に配置されたコアラップ１１'とが圧搾された圧搾部２３
が存在する。従って、長手方向溝部１９は、液体を吸収した後であっても、長手方向溝部
１９に、吸収コア９の肌側面１５側に配置されたコアラップ１１及び拡散シート１３が留
まり、その形状、特にその幅及び深さを保持しやすい。また、吸収性物品１が液体を繰り
返し吸収した場合であっても、長手方向溝部１９が、その形状、特にその幅及び深さを保
持しやすい。
【００４６】
　従って、吸収性物品１が、繰り返し液体を吸収した場合であっても、吸収体７に到達し
た液体３１が、長手方向溝部１９を通って、吸収体７の広範囲に拡散し、吸収体７の広範
囲で吸収される。その結果、吸収性物品１では、吸収体７に吸収された液体が、液透過性
シート３の表面に戻りにくく、リウェット性に優れる。
【００４７】
　また、長手方向溝部１９は、上述の通り、吸収性物品１が液体を繰り返し吸収した後で
あっても、その形状を保持しやすい。従って、吸収性物品１は、液体を吸収する前だけで
なく、液体を繰り返し吸収した後であっても、長手方向溝部１９を基点に折れ曲がりやす
く、フィット性に優れる。
　以上より、吸収性物品１は、液体を吸収する前と、液体を吸収した後、特に繰り返し液
体を吸収した後の両方において、着用感に優れる。
【００４８】
　図１０は、長手方向溝部に圧搾部を有しない吸収性物品を説明するための図である。図
１０は、図８のＩＸ－ＩＸ端面に相当する端面図である。図１０に示される吸収性物品は
、長手方向溝部に圧搾部を有しない以外は、第１実施形態と同様である。
【００４９】
　図１０に示されるように、長手方向溝部１９に圧搾部を有しない吸収性物品では、吸収
体７が液体を吸収すると、長手方向溝部１９の幅が、吸収された液体の量に対応して狭く
なるか、又はほぼ消失するので、吸収体７に到達した液体が、長手方向溝部１９を通って
、吸収体７の長手方向ＬOに拡散しにくくなる。
　また、上記吸収性物品では、吸収体７が液体を吸収すると、長手方向溝部１９の幅が狭
くなるか、又はほぼ消失するため、吸収性物品が、長手方向溝部１９を基点に折れ曲がり
にくくなり、液体を吸収するにつれ、フィット性に劣るようになる。
【００５０】
　第１実施形態では、長手方向溝部が、吸収コアの肌側面に形成されているが、本開示の
吸収性物品では、長手方向溝部は、吸収コアの一方の面に形成されている。上記一方の面
としては、吸収コアの肌側面又は着衣側面が挙げられる。
　長手方向溝部が、吸収コアの着衣側面に形成されることにより、吸収コアの着衣側面に
到達した液体が、長手方向溝部を通って、長手方向に拡散されやすくなる。
【００５１】
　第１実施形態では、短手方向溝部が、吸収コアの肌側面に形成されているが、本開示の
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吸収性物品では、短手方向溝部が、吸収コアの一方の面又は他方の面に形成されている。
上記一方の面及び他方の面としては、吸収コアの肌側面及び着衣側面、並びに吸収コアの
着衣側面及び肌側面が挙げられる。
【００５２】
　短手方向溝部が長手方向溝部と同一面に存在する（短手方向溝部が、吸収コアの一方の
面に存在する）ことにより、長手方向溝部を通って長手方向に拡散した液体を、迅速に短
手方向に拡散させ、液体を吸収体の広範囲で吸収させることができる。
　短手方向溝部が長手方向溝部と異なる面に存在する（短手方向溝部が、吸収コアの他方
の面に存在する）ことにより、一方の面において、長手方向溝部を通って長手方向に拡散
した液体を、他方の面において短手方向溝部を通って短手方向に拡散させ、次いで、吸収
体に吸収させることができる。
【００５３】
　第１実施形態では、長手方向溝部１９が、長手方向溝部１９の幅方向の中央部２４と、
コアラップ１１とが、吸収体７の厚さ方向に且つ長手方向溝部１９の長手軸線に沿って間
欠的に圧搾された圧搾部を含む。そうすることにより、着用者が、圧搾部の硬さを感じに
くくなる。
【００５４】
　なお、本開示の吸収性物品において、吸収体が上述の圧搾部を有する場合において、長
手方向溝部の坪量が０ｇ／ｍ2であるときには、圧搾部は、長手方向溝部の中央部におい
て、コアラップを圧搾することにより形成されている。また、本開示の吸収性物品の吸収
体が上述の圧搾部を有する場合において、長手方向溝部の坪量が０ｇ／ｍ2であるときに
は、吸収体が、吸収コアと、吸収コアの一方の面及び他方の面側に配置されたコアラップ
とを有し、圧搾部が、長手方向溝部の中央部において、吸収コアの一方の面及び他方の面
側に配置されたコアラップを圧搾することにより形成されていることが好ましい。本開示
の効果の観点からである。
【００５５】
　本開示の別の実施形態に従う吸収性物品では、コアラップが、長手方向溝部の底部に、
例えば、接着剤により接合されている。そうすることにより、吸収体が吸収した後であっ
ても、長手方向溝部の底部に接合されたコアラップが、長手方向溝部の幅が狭くなること
を抑制し、長手方向溝部の形状が保持される。
【００５６】
　なお、本開示の吸収性物品において、長手方向溝部の坪量が０ｇ／ｍ2である場合には
、長手方向溝部の底部は、吸収コアの他方の面側に存在する資材を意味する。また、本開
示の吸収性物品において、長手方向溝部の坪量が０ｇ／ｍ2である場合には、吸収体が、
吸収コアと、吸収コアの一方の面及び他方の面側に配置されたコアラップを有し、長手方
向溝部において、一方の面側に配置されたコアラップが、例えば、接着剤により、他方の
面側に配置されたコアラップに接合されていることが好ましい。本開示の効果の観点から
である。
【００５７】
　本開示の別の実施形態に従う吸収性物品では、長手方向溝部が、長手方向溝部の幅方向
の中央部と、コアラップとが、長手方向に連続的に圧搾された圧搾部を含む。そうするこ
とにより、吸収性物品が、長手方向溝部を基準に折れ曲がりやすくなり、フィット性に優
れる。
【００５８】
　本開示の吸収性物品では、長手方向溝部は、吸収体の厚さの、好ましくは０．５～３．
０倍、より好ましくは０．８～２．５倍、そしてさらに好ましくは１．０～２．０倍の幅
方向の長さを有する。上記範囲は、吸収性物品が液体を吸収した後、長手方向溝部が、そ
の形状、特にその幅を保持しうる観点から好ましい。
【００５９】
　本明細書において、吸収体の厚さ（ｍｍ）は、以下の通り測定される。
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　株式会社大栄科学精器製作所製　ＦＳ－６０ＤＳ［測定面４４ｍｍ（直径），測定圧３
ｇ／ｃｍ2］を準備し、標準状態（温度２３±２℃，相対湿度５０±５％）の下、吸収体
の異なる５つの部位を加圧し、各部位における加圧１０秒後の厚さを測定し、５つの測定
値の平均値を吸収体の厚さとする。
【００６０】
　本開示の吸収性物品において、長手方向溝部の幅方向の中央部は、長手方向溝部の長手
軸線を含むことが好ましく、そして長手方向溝部の幅方向の両端を含まないことが好まし
い。吸収体が液体を吸収した後に、その形状を保持しやすい観点からである。
　上記中央部の幅方向の長さは、長手方向溝部の幅方向の長さの、好ましくは３０～９０
％、より好ましくは４０～８０％、そしてさらに好ましくは５０～７０％である。上述の
観点からである。
【００６１】
　第１実施形態では、圧搾部２３は、肌側面１５側に配置されたコアラップ１１と、拡散
シート１３と、吸収コア９の中央部２４と、着衣側面１７側に配置されたコアラップ１１
'とを圧搾することにより形成されているが、本開示の別の実施形態に従う吸収性物品で
は、上記圧搾部は、吸収コアの中央部のみを圧搾することにより形成され、そして本開示
の別の実施形態に従い吸収性物品では、上記圧搾部は、吸収コアの中央部と、コアラップ
（一方の面、例えば、肌側面又は着衣側面側に配置されたコアラップ）とを圧搾すること
により形成される。
【００６２】
　第１実施形態では、吸収体７が、長手方向溝部１９を、短手方向ＬAにおいて、右側領
域ＲＡ、左側領域ＬＡ及び中央領域ＣＡの全ての領域に備える。そうすることにより、吸
収体７に到達した液体３１を、吸収体７の広範囲に拡散させ、吸収体７の広範囲で吸収し
やすくなり、吸収された液体が、液透過性シート３の表面から戻りにくくなる。また、吸
収性物品１が、液体を吸収する前及び吸収した後の両方において、フィット性に優れる。
その結果、吸収性物品１が、着用感に優れる。
【００６３】
　第１実施形態では、吸収体７が、短手方向溝部２１を、前胴周り領域ＲＷと、後胴周り
領域ＬＷと、股部領域Ｃとの３領域に備える。そうすることにより、吸収性物品１が、長
手方向のフィット性に優れる。また、長手方向溝部１９を通って長手方向ＬOに拡散した
液体が、短手方向溝部２１を通って短手方向ＬAに拡散し、吸収体７の広範囲で吸収され
るので、吸収性物品１が、リウェット性に優れる。その結果、吸収性物品１が、着用感に
優れる。
【００６４】
　第１実施形態では、吸収コア９の肌側面１５側に配置されたコアラップ１１が、短手方
向溝部２１のうち、長手方向溝部１９と交差していない部分において、短手方向溝部２１
の底部２２に接合されていないが、本開示の別の実施形態に従う吸収性物品では、コアラ
ップが、短手方向溝部の底部に接合されている。そうすることにより、吸収体７に到達し
た液体が、短手方向溝部を通って、短手方向に拡散しやすくなる。また、吸収性物品が液
体を吸収した後であっても、短手方向溝部がその形状を保持しやすく、吸収体７に到達し
た液体が、短手方向溝部を通って、短手方向に拡散しやすくなる。さらに、吸収性物品が
液体を吸収した後であっても、吸収性物品が、着用者の体に沿って、長手方向に変形しや
すい。その結果、吸収性物品がフィット性及びリウェット性に優れ、着用感に優れる。
【００６５】
　コアラップを、短手方向溝部の底部に接合するために、例えば、短手方向溝部に、短手
方向溝部の幅方向の中央部と、吸収コアの少なくとも一方の面側に配置されたコアラップ
とを、吸収体の厚さ方向に且つ短手方向溝部に沿って圧搾することにより形成された圧搾
部を形成することが挙げられる。
【００６６】
　本開示のさらに別の実施形態に従う吸収性物品では、短手方向溝部が、短手方向溝部の
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幅方向の中央部と、吸収コアの少なくとも一方の面側に配置されたコアラップとを、吸収
体の厚さ方向に且つ短手方向溝部に沿って圧搾することにより形成された圧搾部を含む。
そうすることにより、短手方向溝部が、長手方向溝部と同様の機能を有し、吸収性物品が
、フィット性及びリウェット性に優れ、着用感に優れる。
【００６７】
　第１実施形態では、コアラップ１１及び１１'が、それぞれ、吸収コア９の肌側面１５
及び着衣側面１７側に配置されているが、本開示の別の実施形態に従う吸収性物品では、
吸収体が、吸収コアと、吸収コアの一方の面側に配置されたコアラップとを含み、吸収体
の他方の面側に配置されたコアラップとを含まない。
【００６８】
　第１実施形態では、拡散シート１３が、吸収コア９の肌側面１５と、吸収コア９の肌側
面１５側に配置されたコアラップ１１との間に配置されているが、本開示の別の実施形態
では、拡散シートが、コアラップの、吸収コアの一方の面と反対側の面の上、すなわち、
コアラップの外側に配置されている。そうすることにより、長手方向溝部を通って、吸収
性物品の長手方向に拡散した液体が、拡散シートに直に接することになるので、液体の拡
散速度が速くなる傾向がある。
【００６９】
　本開示の別の実施形態に従う吸収性物品では、拡散シートが、吸収コアの他方の面と、
コアラップの間に配置されており、そして本開示のさらに別の実施形態に従う吸収性物品
では、拡散シートが、コアラップの、吸収コアの他方の面と反対側の面の上に配置されて
いる。本開示のさらに別の実施形態に従う吸収性物品は、拡散シートを含まない。
　それらの実施形態では、長手方向溝部の中に拡散シートが存在しないため、拡散シート
が、長手方向溝部の窪みに沿った三次元構造を形成しにくく、吸収性物品が硬くなりにく
い傾向がある。
【００７０】
　上記拡散シートは、吸収性物品の剛性を下げることを目的とし、拡散シートの厚さ方向
に貫通する複数のスリット部を有していてもよい。拡散シートがスリット部を有すること
により、拡散シートが、圧搾部等により長手方向溝部の底部に接合された場合に、スリッ
ト部が変形（開口）し、吸収体の歪みが少なくなるからである。
【００７１】
　上記スリット部としては、直線状のスリット部、例えば、吸収性物品の長手方向に延び
るスリット部、吸収性物品の短手方向に延びるスリット部、非直線状のスリット部、例え
ば、十字型のスリット部、湾曲状のスリット部等が挙げられる。
　長手方向溝部に形成される歪みを減少させる観点からは、吸収性物品の長手方向に延び
るスリット部が好ましく、そして短手方向溝部に形成される歪みを減少させる観点からは
、吸収性物品の短手方向に延びるスリット部が好ましい。
　図１１は、複数の長手方向型のスリット部４１を有する拡散シート１３の平面図である
。
【００７２】
　本開示の吸収性物品において、吸収性物品の吸収体を含む領域が、その長手方向及び短
手方向において、好ましくは２０～５０ｍＮ・ｍ、そしてより好ましくは２５～４５ｍＮ
・ｍの曲げ剛性値を有する。上記曲げ剛性値が上述の範囲にあることにより、吸収性物品
が、着用者の体に沿って変形しやすく、フィット性に優れ、ひいては着用感に優れる。
【００７３】
　本明細書では、曲げ剛性は、以下の通り測定される。
（１）恒温恒湿室（２０±２℃・６０±５％ＲＨ）に、イマダ製トルク試験機，ＥＸ－０
７６２を準備する。ロードセルは、引張・圧縮の５０Ｎにセットし、トルクは１Ｎにセッ
トする。
（２）サンプルを、表１に示されるとおりに切り出す。
（３）サンプルの測定方向両端に、治具間隔が表１に示すとおりとなるように、５０ｍｍ
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×２０ｍｍのサイズの布テープを、その長手方向が測定方向と直交するように貼付し、サ
ンプルの測定方向両端につかみ部を形成する。
（４）サンプルを治具に取付け、表１に記載の条件にてサンプルを回転させ、その最大ト
ルク値（ｍＮ・ｍ）を測定する。
（５）測定は、異なるサンプルにて５回実施し、それらの平均値を曲げ剛性値として採用
する。
【００７４】
【表１】

【００７５】
　本開示の吸収性物品において、吸収コア及びコアラップのそれぞれは、当技術分野で通
常用いられているものを特に制限なく採用することができる。吸収コアとしては、例えば
、パルプ繊維、高吸収性ポリマー等が挙げられ、そしてコアラップとしては、例えば、テ
ィッシュが挙げられる。
【００７６】
　本開示の吸収性物品において、吸収コアは、好ましくは１００～４００ｇ／ｍ2、そし
てより好ましくは２００～３００ｇ／ｍ2の平均坪量を有する。
　低坪量領域である長手方向溝部及び短手方向溝部のそれぞれは、上記平均坪量の、好ま
しくは８０質量％以下、より好ましくは６０質量％以下、そしてさらに好ましくは４０質
量％以下の坪量を有する。本開示の効果の観点からである。低坪量領域である長手方向溝
部及び短手方向溝部のそれぞれは、上記平均坪量の、好ましくは５％以上、より好ましく
は１０％以上、そしてさらに好ましくは２０％以上の坪量を有する。吸収体としての構造
を維持する観点からである。
　なお、低坪量領域である長手方向溝部及び短手方向溝部のそれぞれは、０ｇ／ｍ2の坪
量を有してもよい。
【００７７】
　本開示の吸収性物品が拡散シートを含む実施形態では、拡散シートは、当技術分野で通
常用いられているものを特に制限なく採用することができる。
　上記拡散シートとしては、特開２０１３－１５０７９９号に記載の不織布シート、すな
わち、叩解パルプ（ａ）と、再生セルロース（ｂ）とを、それぞれ、２０～４０質量部及
び１０～７０質量部の比率において含む不織布シートであって、叩解パルプ（ａ）が、フ
ィブリル化され、１．０～５．０ｍｍの範囲の、重さ加重平均繊維長を有し、そして不織
布シートが、５０～２８０ｍｇ／ｃｍ3の密度を有することを特徴とする不織布シートが
挙げられる。
【００７８】
　上記拡散シートとしては、２５ｍｍ～６４ｍｍの平均繊維長を有する親水性繊維を含む
第１繊維層と、２５ｍｍ～６４ｍｍの平均繊維長を有する親水性繊維を含む第２繊維層と
、それらの間のパルプを含むパルプ繊維層とを含む積層シートであることが好ましい。ま
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た、上記積層シートは、第１繊維層、パルプ繊維層及び第２繊維層を、水流によって交絡
されることにより形成されたものであることが好ましい。上記積層シートは、第１繊維層
、パルプ繊維層及び第２繊維層を、接着剤を用いずに連結させたものであることがさらに
好ましい。
【００７９】
　なお、上記平均繊維長は、ＪＩＳ　Ｌ　１０１５：２０１０の附属書Ａの「Ａ７．１　
繊維長の測定」の「Ａ７．１．１　Ａ法（標準法）目盛りが付いたガラス板上で個々の繊
維の長さを測定する方法」に従って測定される平均繊維長を意味する。
【００８０】
　本開示の吸収性物品における吸収コア、すなわち、長手方向溝部及び短手方向溝部を形
成する低坪量領域を有する吸収コアは、例えば、同一出願人の特開２０１０－２３３８３
９号、特開２０１４－１３６１２６号等に記載の方法に従って形成することができる。
【実施例】
【００８１】
　以下、例を挙げて本開示を説明するが、本開示はこれらの例に限定されるものではない
。
［製造例１］
　パルプ（坪量：２００ｇ／ｍ2）と、高吸収性ポリマー（坪量：２５０ｇ／ｍ2）とを含
む、３５０ｍｍ×１２０ｍｍ（長手方向×短手方向）のサイズの吸収コアＮｏ．１を製造
した。吸収コアＮｏ．１は、一方の面に、５本の長手方向溝部（幅方向の長さ：５ｍｍ）
が、２０ｍｍの間隔で配置されており、そして９本の短手方向溝部（幅方向の長さ：５ｍ
ｍ）が、３０ｍｍの間隔で配置されていた。長手方向溝部及び短手方向溝部のそれぞれは
、８０ｇ／ｍ2の坪量を有していた。
【００８２】
　吸収コアＮｏ.１を、ホットメルト接着剤を間に挟んで、コアラップとしての２枚のテ
ィッシュ（坪量：１６ｇ／ｍ2，４００ｍｍ×１５０ｍｍ）で覆った。２枚のティッシュ
に覆われた吸収コアＮｏ．１を油圧プレス機でプレスすることにより吸収コアの厚さを調
整し、次いで、２枚のティッシュに覆われた吸収コアＮｏ．１の長手方向溝部に、幅方向
の長さ：３ｍｍ且つ長手方向に連続するエンボス部を形成し、吸収体Ｎｏ．１を形成した
。吸収体Ｎｏ．１の厚さを表２に示す。
　吸収体Ｎｏ．１の第１面（吸収コアの一方の面側の面）に液透過性シート（エアスルー
不織布）を貼り付け、そして第２面（吸収コアの他方の面側の面）に液不透過性シート（
ポリエチレンフィルム）を貼り付けることにより、簡易の吸収性物品Ｎｏ．１を製造した
。
【００８３】
［製造例２］
　吸収コアＮｏ．１の一方の面と、ティッシュとの間に、拡散シートを加えた以外は、製
造例１と同様にして、吸収性物品Ｎｏ．２を製造した。なお、拡散シートは、２５ｍｍ～
６４ｍｍの平均繊維長を有する親水性繊維を含む第１繊維層と、２５ｍｍ～６４ｍｍの平
均繊維長を有する親水性繊維を含む第２繊維層と、それらの間のパルプを含むパルプ繊維
層とを含む積層シート（坪量：５０ｇ／ｍ2）であった。
【００８４】
［製造例３］
　長手方向溝部を形成したが、エンボス部を形成しなかった点と、短手方向溝部を形成し
なかった点とを除いて、製造例１と同様にして、吸収性物品Ｎｏ．３を製造した。
【００８５】
［実施例１及び２，並びに比較例１］
　吸収性物品Ｎｏ．１～Ｎｏ．３に、以下に規定する吸収性試験を行い、吸収速度、リウ
ェット量、及び液透過性シート側の拡散長を評価した。結果を表２に示す。
【００８６】
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［吸収性試験］
（１）吸収性物品を、側面視が略Ｕ字型であるＵ字器具にセットする。なお、吸収性物品
は、Ｕ字器具に、吸収体の長手方向の中央位置と、Ｕ字器具中央部（最も高さが低い位置
）との位置を合わせるようにセットする。
【００８７】
＜第１サイクル＞
（２）吸収体の中央位置に、ビュレットから、８０ｍＬの人工尿（１回目）を、８０ｍＬ
／１０秒の速度で注入する。
（３）１回目の人工尿の注入開始から、Ｕ字器具内の人工尿がなくなるまでの時間を、吸
収時間（８０ｍＬ）として記録する。
（４）１回目の人工尿の注入開始から３分後、吸収性物品の液透過性シートにおいて、人
工尿が拡散した領域の輪郭（８０ｍＬ）を記録する。
【００８８】
＜第２サイクル＞
（５）１回目の人工尿の注入開始から１０分後、吸収体の中央位置に、ビュレットから、
８０ｍＬの人工尿（２回目）を、８０ｍＬ／１０秒の速度で注入する。
（６）２回目の人工尿の注入開始から、Ｕ字器具内の人工尿がなくなるまでの時間を、吸
収時間（１６０ｍＬ）として記録する。
（７）２回目の人工尿の注入開始から３分後、吸収性物品の液透過性シートにおいて、人
工尿が拡散した領域の輪郭（１６０ｍＬ）を記録する。
【００８９】
＜第３サイクル＞
（８）　（５）～（７）の操作を繰り返し、吸収時間（２４０ｍＬ）を測定し、輪郭（２
４０ｍＬ）を記録する。
＜第４サイクル＞
（９）　（５）～（７）の操作を繰り返し、吸収時間（３２０ｍＬ）を測定し、輪郭（３
２０ｍＬ）を記録する。
【００９０】
（１０）４回目の人工尿の注入開始から４分後、Ｕ時器具から吸収性物品を取り出し、ア
クリル製の平板上に、液透過性シートが上面となるように吸収性物品を拡げて１分間静置
する。
（１１）４回目の人工尿の注入開始から５分後、１００ｍｍ×１００ｍｍのろ紙６０ｇを
、人工尿注入点を中心として吸収性物品の液透過性シート上に静置する。さらに、その上
に３．５ｋｇ、１００ｍｍ×１００ｍｍ×５０ｍｍ（高さ）の錘を静置する。なお、ろ紙
については事前に試験前の質量を測定する。
（１２）４回目の人工尿の注入開始から８分後、錘を取り除いて、ろ紙の質量を測定し、
試験前のろ紙の質量を差し引き、その差分をリウェット量とする。
（１３）人工尿が拡散した領域の輪郭（１６０ｍＬ～３２０ｍＬ）から、吸収性物品の長
手方向の人工尿の拡散長を測定する。
【００９１】
　なお、人工尿は、イオン交換水１０Ｌに、尿素２００ｇ、塩化ナトリウム８０ｇ、硫酸
マグネシウム８ｇ、塩化カルシウム３ｇ及び色素：青色１号約１ｇを溶解させることによ
り調製した。
【００９２】
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【表２】

【００９３】
　４サイクルの吸収性試験を終えた吸収性物品Ｎｏ．１～Ｎｏ．３を、液透過性シートが
内側になるように、長手方向及び短手方向に変形させてみたところ、吸収性物品Ｎｏ．１
及びＮｏ．２は、吸収性物品Ｎｏ．３よりも、その短手方向に変形しやすかった。４サイ
クルの吸収性試験を終えた後に、吸収性物品Ｎｏ．１及びＮｏ．２では、長手方向溝部が
残存していることが示唆される。
【００９４】
　また、吸収性物品Ｎｏ．１及びＮｏ．２は、吸収性物品Ｎｏ．３と比較して、吸収速度
が速く、リウェット量が少なく、そして拡散長が長い傾向があった。エンボス部を有する
長手方向溝部が、繰り返し人工尿を吸収しても潰れにくく、人工尿を長手方向に拡散させ
たことが示唆される。
【００９５】
［製造例４］
　拡散シートを、図１１に示されるような、長手方向に延びる、複数のスリット部を有す
るものに変更した以外は、製造例２と同様にして、吸収性物品Ｎｏ.４を製造した。
［製造例５］
　長手方向溝部及び短手方向溝部を形成しなかった以外は、製造例２と同様にして、吸収
性物品Ｎｏ．５を製造した。
【００９６】
［実施例３～５、並びに比較例２及び３］
　吸収性物品Ｎｏ．１～Ｎｏ．５について、長手方向及び短手方向の曲げ剛性値を測定し
た。結果を表３に示す。なお、曲げ剛性値は、本願明細書に記載の方法に従って測定され
た。
【００９７】
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【表３】

【００９８】
　長手方向溝部及び短手方向溝部を有する吸収性物品Ｎｏ．１は、溝部を有しない吸収性
物品Ｎｏ．３と比較して、曲げ剛性値が低く、フィット性に優れる。また、拡散シートを
備える吸収性物品Ｎｏ．２は、拡散シートが長手方向溝部に入り込んでいるため、吸収性
物品の剛性が高くなるが、複数のスリット部を有する拡散シートを備える吸収性物品Ｎｏ
．４は、溝部を有しない吸収性物品Ｎｏ．５と同等の曲げ剛性値を示し、同等の柔軟性を
有することが分かる。
【符号の説明】
【００９９】
　１　　吸収性物品
　３　　液透過性シート
　５　　液不透過性シート
　７　　吸収体
　９　　吸収コア
　１１　　コアラップ
　１３　　拡散シート
　１５　　肌側面
　１７　　着衣側面
　１９　　長手方向溝部
　１９ａ　　低坪量領域
　２０　　底部
　２１　　短手方向溝部
　２１ａ　　低坪量領域
　２２　　底部
　２３　　圧搾部
　２４　　中央部
　３１　　（吸収体に到達した）液体
　３３　　（吸収された）液体
　４１　　スリット部
　ＬO　　長手方向
　ＬA　　短手方向
　ＶＬ1，ＶＬ2　　仮想線
　ＲＡ　　右側領域
　ＬＡ　　左側領域
　ＣＡ　　中央領域
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